










岩美町立小学校屋内運動場空調設備設置に係る空調方式等検討業務 

委託仕様書 

 
１. 件名  

岩美町立小学校屋内運動場空調設備設置に係る空調方式等検討業務  

 

２.業務の目的  

岩美町（以下「本町」という。）では、昨今の猛暑を鑑み、児童・生徒等の熱中症対策

の一環として、また、災害時には屋内運動場を避難所として使用することを考慮し、指定

避難所である小学校の屋内運動場（以下「屋内運動場」という。）に 空調設備を設置す

ることを検討している。  

これに伴い、文部科学省所管補助事業である空調設備整備臨時特例交付金事業による整

備を選択肢とする整備計画の判断材料となるよう、最適な空調方式や断熱化等について、

検討を行うことを目的とする。  

 

３. 委託期間  

契約締結日から令和８年３月１３日（金）まで  

 

４. 業務の概要  

本業務委託は、下記の屋内運動場について、空調方式、設備容量、断熱化、費用対効果

等を検討し、概算事業費の算出、概略設計図の作成を行うものとする。  

 

５.検討の対象施設  

（1）対象施設：岩美北小学校屋内運動場  

所在地：岩美町大字浦富2128番地 

構造・規模：S造・2階建  

竣工年：昭和59年  

延べ面積：1,066㎡  

 

（2）対象施設：岩美西小学校屋内運動場  

所在地：岩美町大字大谷2343番地 

構造・規模：RC・S造併設・2階建 

竣工年：平成4年  

延べ面積：1,298㎡  

 

（3）対象施設：岩美南小学校屋内運動場  

所在地：岩美町大字新井419番地2 

構造・規模：S造・2階建  

竣工年：平成12年  

延べ面積：1,287㎡  

 

６. 委託業務内容  

（1）空調方式・設備容量等の検討  

省エネルギー化を踏まえる中で、屋内運動場及び避難所としての使用を想定した空調方

式、設備容量、設置位置の検討を行うこと。  

（2）断熱化の検討  



将来的な長寿命化改修を想定し、経済性に配慮するとともに効果的な断熱方法となるよ

う、外皮及び開口部仕様の検討を行うこと。  

（3）費用対効果の検討  

（1）及び（2）を踏まえ、ランニングコスト縮減、将来的に空調改修を行った際の工事

費低減についての検討を行うこと。 

（4）概算工事費の算出  

空調設備設置及び断熱化工事に係る概算工事費を算出すること。  

（5）概略設計図の作成  

検討対象施設について、以下の概略設計図を作成すること。  

・空調設備機器レイアウト図  

・室外機配置図  

・矩計図（断熱材の仕様等がわかるもの）  

 

７. 委託業務の手順  

（1）業務の着手前に、以下の書類を提出し、調査員の承認を得ること。  

1）着手届  

2）監理技術者等選任届  

3）設計業務一部下請届（業務に一部下請負業務がある場合）  

4）業務工程表  

（2）空調方式・設備容量等・断熱化・費用対効果の検討にあたっては、調査員へ中間報告

を行い検討方針の適宜確認を行うこと。  

（3）業務が完了したときは業務完了届を調査員に提出し、完了検査を受検すること。 

 

８. 委託業務上の留意点  

（1）本仕様書に記載されていない事項は、全て公共建築設計業務委託共通仕様書によるこ

と。  

（2）業務の内容に疑義が生じた場合は、速やかに調査員と協議を行い、承諾を受けた後に

業務を進めること。  

（3）業務の進捗管理については、受託者が責任を持って行い、必要に応じて調査員と打合

せを行うこと。  

（4）業務に一部下請負業務がある場合は、その業務についての下請負業者の業務体制や業

務状況の管理を確実に行うこと。  

（5）調査員等が、他部局等の関係者と本業務に関する協議等を行う場合や、補助金の申請

を行う場合は、必要な資料を作成し、提供すること。  

（6）公共事業における公平性の観点から、原則特定のメーカーを意識させるような図面の

表現を行わないこと。 

（7）図面は、ＣＡＤを標準とするが、提供資料にＣＡＤデータがない場合は既存図面を加

工して作成することができるものとする。  

（8）図面の縮尺及び工事費内訳書の様式は、調査員の指示による。  

（9）資料等の貸与品については、業務終了後、速やかに返却すること。  

 

９.準拠図書  

（1）意匠・設備設計等（すべて、最新版とする。） 

1）建築工事標準詳細図 

2）公共建築設備工事標準図（電気設備、機械設備編） 

3）公共建築工事標準仕様書（建築工事、電気設備、機械設備編） 



4）建築、電気設備、機械設備工事監理指針 

5）建築設備設計基準 

（2）構造設計等（すべて、最新版とする。）  

1）（社）日本建築学会発行各種図書  

2）（財）日本建築センター発行各種図書  

（3）積算等（すべて、最新版とする。）  

1）建築数量積算基準及び同解説  

2）鳥取県公共建築工事積算基準（鳥取県総務部） 

3）公共建築工事積算基準（国土交通省） 

4）積算関係図書（建設物価、積算資料等）  

（4）その他関連法令、要綱及び各種基準（すべて、最新版とする。）  

 

１０.資料等の貸与  

（1）各校屋内運動場図面（ＣＡＤまたは紙図面）  

 

１１.検討業務上の留意点  

（1）系統設計  

個別空調方式とすること。  

（2）熱負荷計算  

冷暖房の熱負荷計算を行い、機器を選定すること。  

（3）空調方式、機器の選定  

次の各号に基づく検討を行い、最適かつ標準的な空調設置案及び優先順位等の考え方を

整理すること。  

1）共通事項  

・空調機器を天井吊り又は壁固定とする場合は、落下の危険がない安全な方法を検討

すること。  

・屋内に設置する空調機器が、ボール等で破損することがないよう、 機器をガード等

で覆うこと。  

・空調機器は、屋内運動場の使用の妨げにならない場所に設置する こと。  

・空調機器の電源については、災害時にも対応できるように検討を行うこと。  

2）最適な空調方式の比較検討  

・電源自立型GHP、EHP等、熱源の比較検討を行うこと。  

・室内機側（標準エアコン、輻射パネル、ダクトタイプ等）の比較検討を行うこと。  

3）空調能力の検討  

他自治体の事例や熱負荷計算等を踏まえた、空調能力の検討を行うこと。  

4）避難所として使用することについての検討  

避難所運営に必要な電気容量、送電負荷及びその確保に向けた検討を行うこと。  

5）室内機設置場所等の検討  

屋内運動場の構造等を踏まえ、最適な設置場所等の検討を行うこと。  

6）経済的、効率的な断熱化の検討  

文部科学省の交付金（空調設備整備臨時特例交付金）を活用する場合を前提に、断熱

性の確保に向けた検討を行うこと。  

7）想定ガスルートの検討  

単独引込みの可否、既存引込み利用の場合の増径の検討を行うこと。  

8）電気設備の検討  

・既存受電設備から空調までの電源確保（単独引込みの可否を含む） を行うこと。  



・停電時における災害時想定負荷への送電について検討を行うこと。  

9）室外機設置場所の検討  

想定位置のプロットの検討を行うこと。  

10）空調方式ごとの検討項目  

・イニシャルコスト  

（機器本体設置費、キュービクル改修費のほか、LPガスの場合は貯蔵設備設置費等）  

・ランニングコスト  

（電気・ガスの使用料金、メンテナンス費用等、１回目の更新費用） 

 ・環境性能   

・冷暖房の立ち上がり時間  

・静粛性  

・工期（納期）  

・維持管理のしやすさ  

（4）関連業務との調整  

  別途発注する「岩美町立小中学校空調設備設置及び改修工事設計委託業務（仮称）」

において特別教室の空調設備新設及び既設空調設備の更新の検討を行うため、電気設備

容量等互いの設計内容に影響する事項について、当該業務受託者と整合を図ること。 

 

１２.成果品図書  

以下を作成のうえ、提出すること。 

成果品図書 形式 規格 部数 

空調方式検討書  Word又はExcel A4又はA3 2部 

設備容量等計算書  Word又はExcel A4 2部 

断熱化検討書  Word又はExcel A4又はA3 2部 

費用対効果検討書  Word又はExcel A4 2部 

概算工事費設計書  Excel A4 2部 

概略設計図  PDF・CADデータ  A3 2部 

メーカー見積書  PDF A4又はA3 1部 

打合せ議事録ほか、調査

員の指示による書類  
PDF A4 1部 

 

 


